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学科・ゼミの教育研究活動の展示やクラブ・サークルの企画発表の一部を紹介

　

11
月
2
日
（
木
）・
3
日
（
金
・

祝
）
に
江
戸
川
学
園
お
お
た
か
の

森
専
門
学
校
と
合
同
の
駒
木
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
4

年
ぶ
り
に
完
全
対
面
で
の
実
施
と

な
り
、
飲
食
の
屋
台
や
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
も
出
店
し
ま
し
た
。
2
日
間

と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
来
場
者
数

は
４
０
０
０
人
以
上
と
な
り
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

円陣を組む実行委員達 屋台が復活

ファッションサークル展示

コピーダンス愛好会「BLACK ANGEL」

バドミントン部の味噌田楽ダンス愛好会「DECK'S」

後夜祭（DJ Ruru）写真愛好会展示

弦楽部

鉄道愛好会展示

アイドル愛好会「愛センチメートル」

駒木学習センター  書と水彩スケッチ展

軽音楽部「JOYCE」

EDO Show

主要行事 2023 駒木祭
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学園祭を終えて
　今年度のテーマ「彩

さい

晴
せい

～ Refresh ～」は、昨年度のテーマである「彩
さい

虹
こう

」を受け継ぎつつ超えていきたい、

4年振りの対面開催に向けて心機一転リフレッシュした状態で楽しんでもらいたいという想いを込めて決め

ました。

　1年生の時から実行委員会に所属していますが、3年間全
て開催形式が違うという貴重な体験をすることができました。

学園祭実行委員会委員長 対面開催に向け、どんどん形になっていく学園祭にワクワク
牧野奈々葉さん　　　　　　すると同時に、不安なこともたくさんありましたが、支え
　　　　　　　　　　てくれる実行委員会の仲間がいたからこそ、2日間無事に終え
ることができ、人と協力することで得られる経験は一生モノだなと感じました。

　学園祭実施にあたりご協力いただきました皆様、ご来場者の皆様、本当にあり

がとうございました！

学内イベント

9月卒業式

国立公園研究所主催

国立公園映像コンサート
こどもコミュニケーション研究所主催

こどもコミュニケーション
フォーラム

　

９
月
27
日
（
水
）
に
映
像
ホ
ー

ル
に
て
９
月
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、

社
会
学
部
人
間
心
理
学
科
４
名
、

現
代
社
会
学
科
１
名
、
経
営
社
会

学
科
８
名
、
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
マ
ス･

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
２
名
、
情
報

文
化
学
科
６
名
、
こ
ど
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
３
名
の
計
24

名
に
学
位
記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　11 月 2 日（木）に国立公園研究所主催による国立公園映像
コンサートを行いました。
　「地上の楽園・尾瀬」「日光国立公園　戦場・小田代ヶ原を歩く」

「動物と生きもの」「アートな自然を訪ねる旅」等、国立公園研
究所の研究員が集めた映像とともに、バイオリン + ビオラ + ピ
アノの生演奏を聴くぜいたくなライブコンサートでした。

　11 月３日（金・祝）
に第12回こどもコミュ
ニケーションフォーラ
ムを行い、映画「こど
もかいぎ」を上映しま
した。（詳細は 12 ペー
ジに掲載）
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 Vanity Lemon Academy

star cherry Luna

NEXTAGE ARTIST 2023
オーディション決勝ライブ

　

11
月
3
日
（
金
・
祝
）
に
第
二
体
育
館
を
会
場

に
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
江
戸
川

ガ
ー
ル
ズ
ア
ワ
ー
ド（
Ｅ
Ｇ
Ａ
）を
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｅ
Ｇ
Ａ
は
、
経
営
社
会
学
科
の
演
習
・
実
習

の
取
り
組
み
と
し
て
、
音
楽
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
の
学
生
た
ち
が
作
り
上
げ
る

大
型
イ
ベ
ン
ト
で
「N

EX
T

A
GE A

RT
IST

 
A

U
D

IT
IO

N
」
と
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
対
決
」
の
2
つ
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　
「NEXTAGE ARTIST AUDITION

」
は
全
国

の
高
校
生
を
対
象
と
し
た
軽
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト
。

音
楽
業
界
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
「
次
世
代

を
担
い
、
世
界
に
通
用
す
る
可
能
性
を
持
っ
た

高
校
生
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
を
選
ぶ
べ
く
審
査
を
行

い
、
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
に
は
「N

EX
T

A
GE 

A
RT

IST

」
の
称
号
が
授
与
さ
れ
、
希
望
す
る
場

合
に
は
音
楽
ビ
ジ
ネ
ス
の
専
門
ゼ
ミ
の
3
年
次
生

に
よ
る
「
デ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
対
決
」
は
人

気
ブ
ラ
ン
ド
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
企
画
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
テ
ー
マ
を
決
め
、
学
生
が
各
ブ
ラ
ン
ド
の

商
品
を
使
っ
て
対
決
し
ま
す
。

イベントを運営した音楽・ファッションビジネスコースの学生達

設営・配信も学生が主体となり実施

学内イベント 江戸川ガールズアワード（EGA）2023

　第 5 回となる今年度の決勝出場者はバンド部
門 3 組・ソロ部門 1 組が選ばれ、グランプリを
Vanity、審査員特別賞を Lemon Academy が
受賞しました。
　ゲスト審査員は音楽プロデューサーの割田康
彦氏、ヤマハミュージックジャパンの森山賢
志氏、柏 ALIVE 代表の RANMA 氏の 3 名で、
講評では「どのバンドも非常にレベルが高く審
査員泣かせとなり、慎重に議論を重ねた結果、
優秀賞のほかに急きょ審査員特別賞を設けまし
た」と話されました。

ファッションコーディネート対決 エレクトロキャパシティミニライブ

プロのモデルが学生
の考えたコーディネー
トを着こなしました

軽快なロックサウンドで
会場を盛り上げました

　今年度は「Back to the 2K」と題し、ファッションコー
ディネート対決を行いました。丸山礼さんを特別審査
員に迎え、ファッションビジネスコースの 2 年ゼミ生 3
チームがそれぞれ「BEAMS」「Ray BEAMS」「XLARGE」

「X-girl」「Bshop」の商品と独自に仕入れた古着を使っ
たコーディネートで対決しました。優勝は「XLARGE」

「X-girl」の商品で、ポジティブでパワーのあふれる
Y2K をテーマとした B チームが選ばれました。

　昨年度の江戸川ガールズアワードでグランプリを受賞し
たエレクトロキャパシティがミニライブを行いました。ロッ
クと電子音楽を融合させ、新しく色鮮やかな音楽を奏でる

“ネオエレクトロックバンド”でメンバーは Key. 相澤俊介さ
ん、Vo./Gt. 菅生桃さん、Key. 石原遥さん、Dr. 大森悧空
さんの4人。経営社会学科の音楽ビジネスゼミ3年生がアー
ティストプロデュースを行い、音楽プロデューサーに割田
康彦氏を迎えたデビュー曲「ミッドナイト・フォール」を含
む全 3 曲を披露しました。（関連記事が 15 ページに掲載）
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人事

事務職員メンター制度及び職員研修会の実施

学長の交代

2023年度、新たに本学の教職員としてお迎えした方をご紹介します。

新任職員の紹介

　高校まで新潟で過ごし、大学卒業後は関東地方に展開する食品スーパー
マーケットと総合病院に勤務いたしました。スーパーでは店舗のベーカリー
部にてパンの製造や原材料の在庫管理を、病院では社会保険の手続きや給与
計算、社宅管理等の業務を担当いたしました。民間企業で約 10 年経験を積
んでまいりましたが、特にコロナ禍においての病院での勤務は、陽性患者の
救急搬送に携わるなど緊張感のあるものでした。
　2023 年 10 月より学生課にて勤めさせていただくことになり、改めて江戸
川大学の一員になれたことを大変嬉しく思います。大学職員として心機一転、
精一杯努力してまいりますので、皆さまご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い
いたします。
※ 2023 年 10 月１日着任

事務局学務部学生課

 出身地  ：新潟県
 最終出身校  ：大東文化大学外国語学部英語学科
 前職  ：医療法人徳洲会千葉西総合病院人事課

阿部 秀平
アベ　シュウヘイ

新任教員の紹介

　青森県の短大や、宮城県、および長野県の大学で心理学を教えてまいりま
した。今までは、割と冷涼な気候の土地で過ごしてきました。
　私の専門は心理学、特に、実験心理学と生理心理学です。ヒトの脳波や心拍、
皮膚電気活動などを測定してきた一方で、ラットやマウスを使った動物実験
も行った経験があります。前職では、長野県の公立大学に所属していました
けれども、脳波計などを使う機会はありませんでした。本学では、ヒトを対
象とした脳波測定などの実験ができると期待しております。
　なお、昨年４月に入院してしまいました。福田先生はじめ、多くの先生方
や職員の皆さまにご迷惑をおかけしました。申し訳ございません。今後は体
調管理に気を付けながら、本学での業務に早く慣れることができるよう努力
したいと存じます。ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。
※ 2023 年 4 月１日着任

◆専門分野
教育学、特別支援教育

◆主な職歴
平成 7(1995) 年　 江戸川女子短期大学　講師
平成 12(2000) 年　江戸川女子短期大学　助教授
平成 18(2006) 年　江戸川大学社会学部　助教授 
平成 21(2009) 年　江戸川大学社会学部　教授
平成 26(2014) 年　江戸川大学メディアコミュニケーション学部　教授

◆主な役職歴
平成 22(2010) 年 4 月～平成 26(2014) 年 3 月　教職課程センター長
平成 25(2013) 年 4 月～平成 28(2016) 年 3 月　基礎・教養教育センター長
平成 28(2016) 年 4 月～平成 31(2019) 年 3 月　メディアコミュニケーション学部長
平成 31(2019) 年 4 月～令和 4(2022) 年 3 月　 入学センター長
平成 26(2014) 年 4 月～現在に至る　                 教務部長
平成 31(2019) 年 4 月～現在に至る　                  副学長

【略歴紹介】

◆学歴
昭和 62(1987) 年 3 月　東京学芸大学教育学部特殊教育学科卒業
平成元 (1989) 年 3 月　 東京学芸大学大学院教育学研究科障害児教育学専攻修士
　　　　　　　　　　  課程修了
平成 3(1991) 年 3 月　 筑波大学大学院教育学研究科教育基礎学専攻博士課程
                                        退学　

社会学部人間心理学科・教授

 出身地  ：千葉県
 最終出身校  ：東北大学大学院文学研究科博士課程後期 3 年の課程修了、博士（文学）
 前職  ：長野大学社会福祉学部、教授
 主要担当科目  ：心理学概論 A、精神生理学、睡眠の生理心理学

佐藤 俊彦
サトウ　トシヒコ

　2022 年度より、新規採用された常勤事務職員を対象に仕
事上の課題や悩みなどについて年長職員が指導・助言（メン
タリング）を行うメンター制度を実施しています。
　担当する年長職員は事前にメンター養成研修を受講してか
らメンタリングを行い、新規採用職員のサポートを行います。
メンタリングは採用日から原則半年間行われ、事務職員の早
期の戦力化及び自立化を図ります。
　また、2023 年度より中途及び新規採用の常勤事務職員を対
象に職員研修会を実施し、人材育成を図っています。

　小口彦太学長の 2024 年 3 月 31 日任期満了に伴い、メディ
アコミュニケーション学部マス・コミュニケーション学科
の宮崎孝治教授が次期江戸川大学学長として選出されまし
たのでお知らせします。任期は 2024 年 4 月 1 日から 2028
年 3 月 31 日までの 4 年間となります。宮崎教授の略歴は
以下の通りです。
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る
こ
と
で
、
自
ら
の
当
た
り
前
を
相
対

化
す
る
視
点
を
鍛
え
ま
し
た
。

留
学
生
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施

　

11
月
24
日
（
金
）
に
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
が
留
学
生
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。
留
学
生
18
名
、
日
本
人
学
生

3
名
、
教
職
員
8
名
の
計
29
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
留
学

生
に
日
本
の
風
景
や
文
化
に
触
れ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今
年

度
は
千
葉
県
香
取
市
の
農
園
リ
ゾ
ー
ト

「T
H

E FA
RM

」
と
成
田
山
新
勝
寺
を

訪
れ
ま
し
た
。

　
「T

H
E FA

RM

」
で
は
飯
盒
炊
飯
・

カ
レ
ー
作
り
に
挑
戦
。
成
田
山
新
勝
寺

で
は
、
参
道
と
成
田
山
公
園
の
鮮
や
か

な
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

国際交流活動

異
文
化
理
解
研
修

　

8
月
26
日
（
土
）
～
9
月
9
日
（
土
）

の
約
2
週
間
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

マ
ッ
セ
イ
大
学
ア
ル
バ
ニ
ー
校
で
異
文

化
理
解
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
長
の
新
井
正
彦
教
授
の
引

率
で
、
学
生
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

現
地
で
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら

英
語
を
学
び
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

語
学
研
修
（
オ
セ
ア
ニ
ア
）

　

9
月
1
日
（
金
）
～
9
月
23
日
（
土
）

の
約
3
週
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
グ

リ
フ
ィ
ス
大
学
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
校

で
語
学
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
の
戸
丸
優
作
助
教
の
引
率

で
、
学
生
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
慣

れ
な
い
土
地
に
困
惑
し
な
が
ら
も
、
現

地
の
人
と
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
、
自
身
の
語
学
力
を
磨
く
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

語
学
研
修
（
欧
米
）

　

8
月
27
日
（
日
）
～
9
月
17
日
（
日
）

の
約
3
週
間
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ワ
イ
大

学
マ
ノ
ア
校
で
語
学
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
国
際
室
の
山
田
博
之
主
任
の
引
率

で
学
生
9
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
現
地

の
人
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
考
え
方

が
前
向
き
に
な
り
自
身
の
価
値
観
が
変

わ
っ
た
学
生
も
い
ま
し
た
。

海
外
体
験
研
修
（
東
ア
ジ
ア
）

　

9
月
11
日
（
月
）
～
9
月
15
日
（
金
）

の
5
日
間
、
韓
国
で
海
外
体
験
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
現
代
社
会
学
科
の
崎
本

武
志
教
授
の
引
率
で
学
生
21
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
釜
山
外
国
語
大
学
校
の
学

生
と
の
交
流
な
ど
研
修
の
中
で
、
韓
国

の
交
通
ル
ー
ル
や
挨
拶
な
ど
、
日
本
と

の
文
化
の
違
い
に
気
づ
き
、
日
本
の
普

通
が
当
た
り
前
で
は
な
い
こ
と
を
学
ぶ

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

海
外
専
門
研
修
（
現
代
社
会
学
科
）

　

8
月
7
日
（
月
）
～
8
月
10
日
（
木
）

の
4
日
間
、
台
湾
の
台
北
市
を
訪
れ
ま

し
た
。
参
加
学
生
は
7
人
で
現
代
社
会

学
科
の
土
屋
薫
教
授
、
川
瀬
由
高
講
師

が
引
率
し
ま
し
た
。

　

日
本
と
台
湾
の
文
化
の
違
い
を
、
食

文
化
や
文
化
景
観
の
違
い
か
ら
比
較
す

デボンポートにて

サーファーズパラダイスにてワイキキビーチにて

慶州にて

成田山新勝寺にて
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諸　報 教育活動

「まちをきれいに志隊」に参加した学生たち

東京スター銀行にて

崎
本
武
志
教
授
が
北
村
森
氏
、杉
山
維
彦
氏
、

竹
村
英
樹
氏
、
田
中
夕
貴
氏
を
講
師
に
招
き

「
紋
別
タ
ッ
チ
」を
題
材
に
特
別
講
義
を
実
施

　

10
月
24
日
（
火
）
に
行
わ
れ
た
現
代

社
会
学
科
の
崎
本
武
志
教
授
の
「
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
論
」
は
、
特
別

講
師
と
し
て
元
日
経
ト
レ
ン
デ
ィ
編
集

長
で
サ
イ
バ
ー
大
学
教
授
の
北
村
森
氏
、

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部
教
授
の
杉

山
維
彦
氏
、
社
会
学
者
の
竹
村
英
樹
氏

（
慶
應
義
塾
大
学
他
講
師
）、
紋
別
セ
ン

ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
常
務
取
締
役
の
田
中
夕

貴
氏
を
お
招
き
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

他
に
類
を
見
な
い
旅
行
形
態
で
話
題

を
さ
ら
っ
た
「
紋
別
タ
ッ
チ
」
を
題
材

に
、
な
ぜ
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
っ
た
の

か
、
今
後
ど
う
し
て
行
く
べ
き
か
に
つ

い
て
、
講
師
と
学
生
が
と
も
に
検
討
し

ま
し
た
。ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、

感
動
の
本
質
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
は
社

会
学
を
学
ぶ
意
義
へ
と
、
思
考
を
巡
ら

せ
ま
し
た
。

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

演
習
・
実
習「
Ｃ
Ｍ
制
作
」作
品
紹
介

　

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

の
3
年
生
が
、
学
生
と
し
て
気
を
付
け

る
こ
と
や
、
江
戸
川
大
学
で
学
生
生
活

を
送
る
際
に
役
立
つ
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、『
マ
ル
チ
商
法
に
ご
用
心
！！
』『
な

ま
は
げ
』『
施
設
紹
介
』
の
３
つ
の
イ

メ
ー
ジ
Ｃ
Ｍ
作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。

制
作
し
た
の
は
授
業
「
マ
ス･

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
・
実
習
Ｌ
」
で
小

久
保
利
己
教
授
（
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
コ
ー
ス
）
と
中
島
健
夫
教
授

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
コ
ー
ス
）
の
指
導

を
受
け
た
学
生
で
す
。

　

3
チ
ー
ム
に
分
か
れ
た
学
生
は
、

チ
ー
ム
ご
と
に
企
画
立
案
か
ら
構
成
台

本
作
成
、
撮
影
準
備
、
撮
影
、
編
集
、

仕
上
げ
ま
で
の
各
工
程
を
協
力
し
て
行

い
、
作
品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

現
代
社
会
学
科
が
流
山
市
の

ク
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ま
ち
を
き
れ
い
に
志
隊
」
に
参
加

　

現
代
社
会
学
科
の
佐
藤
秀
樹
講
師

が
実
施
し
た
授
業
（
現
代
社
会
実
習

II
）
の
中
で
、
現
代
社
会
学
科
の
学
生

が
、
千
葉
県
流
山
市
の
ク
リ
ー
ン
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
ま
ち
を
き
れ
い
に
志
隊
」
と

し
て
、
江
戸
川
大
学
周
辺
の
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
清
掃
道
具
や
「
ま
ち

を
き
れ
い
に
志
隊
」
の
タ
ス
キ
等
は
流

山
市
役
所
か
ら
お
借
り
ま
し
た
。

　

学
生
は
ご
み
拾
い
を
通
じ
て
地
域
社

会
の
廃
棄
物
管
理
の
現
状
や
課
題
を
把

握
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
社
会

貢
献
の
進
め
方
に
つ
い
て
探
究
す
る
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

経
営
社
会
学
科
の
学
生
が

「
東
京
ス
タ
ー
銀
行
本
店
」を
訪
問

　

経
営
社
会
学
科
の
杉
山
敏
啓
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
で
は
演
習
・
実
習
の
教
育
活
動

と
し
て
、
12
月
15
日
（
金
）
に
東
京
都

港
区
赤
坂
に
あ
る
東
京
ス
タ
ー
銀
行
の

本
部
お
よ
び
本
店
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

ラ
ウ
ン
ジ
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

本
部
で
は
、
東
京
ス
タ
ー
銀
行
の

会
社
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明
を
い
た
だ

い
た
後
、
人
生
１
０
０
年
時
代
の
人
生

の
見
通
し
を
可
視
化
す
る
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
技
法
に
つ

い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
本
店
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、
顧

客
と
の
相
談
機
能
を
重
視
し
た
先
進
的

な
店
舗
レ
イ
ア
ウ
ト
を
実
際
に
ご
案
内

い
た
だ
き
な
が
ら
解
説
を
受
け
ま
し
た
。

マルチ商法にご用心！！

なまはげ施設紹介
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経
営
社
会
学
科
の
学
生
が

「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

技
能
士
」
３
級
に
合
格

　

経
営
社
会
学
科
の
会
計
・
金
融
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ー
ス
で
は
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学

習
の
一
環
と
し
て
国
家
資
格
で
あ
る

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

技
能
士
資
格
試
験
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

推
奨
し
、
ゼ
ミ
活
動
等
を
通
じ
た
学
習

支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

合
格
者
・
資
格
取
得
者
は
以
下
の
通

り
で
す
。

■
合
格
者

齋
藤
俊
介
さ
ん
（
4
年
）
／
三
村
裕
夢

さ
ん
（
3
年
）
／
大
野
正
勝
さ
ん
（
3

年
）
／
髙
橋
一
希
さ
ん
（
3
年
）
／
德

野
温
仁
さ
ん
（
3
年
）
／
中
山
愉
那
さ

ん
（
3
年
）
／
長
谷
川
舜
さ
ん
（
3
年
）

／
山
﨑
あ
み
ん
さ
ん
（
3
年
）
／
横
井

蓮
さ
ん
（
3
年
）

崎
本
武
志
教
授
が「
観
光
概
論
」に

Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
柏
駅
長
を
講
師
に
招
き

特
別
講
義
を
実
施

　

11
月
16
日
（
木
）
に
行
わ
れ
た
現
代

社
会
学
科
の
崎
本
武
志
教
授
の
「
観
光

概
論
」
は
、
特
別
講
師
と
し
て
東
日
本

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
・
柏
営
業
統
括
セ

ン
タ
ー
所
長
（
柏
駅
長
）
の
石
井
孝
男

様
、
副
長
の
大
島
正
之
様
、
主
務
の
飯

川
祐
子
様
、
指
導
係
の
増
渕
統
行
様
を

お
招
き
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

受
講
学
生
は
鉄
道
産
業
の
全
体
像
に

つ
い
て
、
ま
た
、
観
光
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
普
段
か
ら
自
身

が
よ
く
利
用
し
て
い
る
駅
で
駅
務
に
従

事
す
る
先
生
方
か
ら
の
お
話
で
、
鉄
道

業
界
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
と
し
て

の
面
や
、
安
全
に
最
大
の
プ
ラ
イ
オ
リ

テ
ィ
を
置
い
て
い
る
こ
と
な
ど
を
深
く

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
学
生
意
識
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（FU
T

U
R

E
 2

0
2

3

）
に
参
画

　

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

井
上
一
郎
教
授
の
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に

所
属
す
る
3
年
生
の
伊
東
芽
生
さ
ん
、

齋
藤
彩
花
さ
ん
、
柴
田
悠
乃
加
さ
ん
、

鈴
木
璃
桜
さ
ん
、
古
幡
爽
花
さ
ん
、
前

北
彩
妃
さ
ん
が
大
学
生
の
意
識
調
査
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「FU

T
U

RE 2023

」
に

参
画
し
ま
し
た
。

　

公
益
社
団
法
人
東
京
広
告
協
会
が
主

催
す
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
・
広
告
な
ど
の
ゼ
ミ
に
所
属

す
る
大
学
生
が
調
査
設
計
か
ら
分
析
、

そ
し
て
報
告
書
の
作
成
ま
で
一
連
の
作

業
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。
本
学
学
生

は
青
山
学
院
大
学
、
駒
澤
大
学
、
専
修

大
学
、
千
葉
商
科
大
学
の
学
生
と
協
力

し
、
博
報
堂
の
社
員
な
ど
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
約
半
年
間
を
か

け
て
調
査
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
の
テ
ー
マ
は
『
コ
ロ
ナ

禍
が
も
た
ら
し
た
変
化
』
で
、
12
月
18

日
（
月
）
東
京
広
告
協
会
で
プ
レ
ス
発

表
が
行
わ
れ
、
多
く
の
記
者
や
関
係
者

に
対
し
て
江
戸
川
大
学
の
学
生
も
発
表

を
行
い
ま
し
た
。
調
査
結
果
の
詳
細
は

東
京
広
告
協
会
の
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
で
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
西
条
昇
教
授
と
歩
く 

日
本
の
ロ
ッ
ク

と
ア
イ
ド
ル
が
生
ま
れ
た
街

 

〜
in
日
比
谷
」
を
開
催

　

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

の
西
条
昇
ゼ
ミ
が
2
月
10
日（
土
）、「
西

条
昇
教
授
と
歩
く 

日
本
の
ロ
ッ
ク
と

ア
イ
ド
ル
が
生
ま
れ
た
街 

～
in
日
比

谷
」
と
題
し
て
特
別
講
義
と
ウ
ォ
ー
ク

ツ
ア
ー
で
構
成
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
西
条
ゼ
ミ
の
学
生
た

ち
が
、
企
画
、
運
営
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
・

フ
ラ
イ
ヤ
ー
作
成
、
イ
ベ
ン
ト
広
報
、

映
像
記
録
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
手
分
け
し

て
担
当
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
日
比
谷
図
書
文
化

館
の
セ
ミ
ナ
ー
室
に
て
西
条
教
授
の
特

別
講
義
を
行
っ
た
後
、「
日
本
劇
場
」跡
、

渡
辺
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
創
業
の
地
で
あ

る
「
日
比
谷
・
三
信
ビ
ル
」
跡
、
日
劇

ウ
エ
ス
タ
ン
カ
ー
ニ
バ
ル
』
の
前
身
イ

ベ
ン
ト
『
ウ
エ
ス
タ
ン
カ
ー
ニ
バ
ル
』

が
開
催
さ
れ
て
い
た「
東
京
ヴ
ィ
デ
オ
・

ホ
ー
ル
」
跡
、
名
門
ジ
ャ
ズ
喫
茶
「
銀

座
テ
ネ
シ
ー
」跡
、渡
辺
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
経
営
の
ラ
イ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
「
ヤ
ン
グ

メ
イ
ツ
」
跡
、
芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

「
東
洋
企
画
」
跡
な
ど
、
日
本
の
ロ
ッ

ク
と
男
性
ア
イ
ド
ル
が
生
ま
れ
た
ゆ
か

り
の
地
を
約
1
時
間
半
か
け
て
実
際
に

歩
い
て
訪
ね
ま
し
た
。

教育活動

鉄道業界についてお話を伺いました
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教育研究活動

情
報
文
化
学
科
の
学
生
が
国
家
試
験

「
応
用
情
報
技
術
者
試
験
」に
合
格

　

情
報
文
化
学
科
4
年
生
の
根
岸
か
ほ

さ
ん
が
、
国
家
試
験
「
応
用
情
報
技
術

者
試
験
」
に
合
格
し
ま
し
た
。
根
岸
さ

ん
は
1
年
次
に
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試

験
、
2
年
次
に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
試
験
、
3
年
次
に
基
本
情

報
技
術
者
試
験
に
そ
れ
ぞ
れ
合
格
。
着

実
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、
今
回
の
難

関
試
験
合
格
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
根
岸

さ
ん
は
「
試
験
対
策
の
授
業
や
、
先
生

に
苦
手
分
野
の
解
説
を
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
役
立
ち
、
合
格
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
小
原
裕
二
先
生
を
は
じ
め
、

情
報
文
化
学
科
の
先
生
方
や
友
人
か
ら

「
頑
張
れ
」
と
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け

て
も
ら
っ
た
こ
と
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

維
持
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
内
定
先
の

企
業
は
Ｉ
Ｔ
系
で
す
。
基
本
情
報
技
術

者
試
験
と
応
用
情
報
技
術
者
試
験
は
、

い
ず
れ
昇
格
に
必
要
な
の
で
、
入
社
前

に
取
得
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
入
社

後
は
、
業
務
や
上
位
の
試
験
勉
強
を
通

し
て
よ
り
専
門
的
な
知
識
を
身
に
つ
け

て
、
高
い
技
術
力
の
あ
る
Ｓ
Ｅ
に
な

り
、
専
門
的
な
知
識
が
必
要
な
仕
事
に

携
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
コ
メ
ン

ト
し
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
卒
業
生
を
囲
む

就
職
相
談
会
と
就
活
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

講
座
を
実
施

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
「
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
な
ど
様
々
な
就
職
活
動
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
29
日
（
水
）
に
行
わ
れ
た
第
8

回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
「
卒
業
生
を

囲
む
就
職
相
談
会
」
を
実
施
。
社
会
で

活
躍
す
る
江
戸
川
大
学
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が

来
校
し
、
就
職
活
動
を
控
え
る
学
生
に

各
業
界
・
企
業
の
業
務
内
容
や
採
用
情

報
の
説
明
、
選
考
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ

ス
を
後
輩
在
学
生
に
直
接
行
っ
て
い
た

だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
回
は
情
報
通

信
業
、
卸
・
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、

公
務
等
で
活
躍
す
る
10
名
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
興
味
の
あ
る
企
業
の

ブ
ー
ス
を
訪
ね
、
先
輩
方
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
自
分
の
進
路
に
つ
い
て
考

え
、
熱
心
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
18
日
（
月
）
に
行
わ
れ
た
「
就

活
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
講
座
」
で
は
、
資
生

堂
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
か
ら
講
師
を
お

招
き
し
、
こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
行
う

女
子
学
生
を
対
象
に
、
就
活
用
の
メ
イ

ク
方
法
や
日
常
の
ス
キ
ン
ケ
ア
等
を
講

師
の
解
説
・
実
習
を
通
し
て
体
験
し
ま

し
た
。
プ
ロ
に
メ
イ
ク
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
事
も
あ
り
、

学
生
た
ち
は
熱
心
に
質
問
、
実
践
を
し

て
い
ま
し
た
。

情
報
文
化
学
科
の
学
生
が
東
京
都

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
参
加

　

情
報
文
化
学
科
で
は
、
２
０
１
７
年

度
か
ら
東
京
都
の
依
頼
を
受
け
て
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
促
進
す
る
た
め
の

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

と
し
て
、
中
高
生
に
ネ
ッ
ト
利
用
に
関

す
る
助
言
を
行
う
な
ど
活
発
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

6
月
1
日
（
木
）、
新
た
に
こ
の
活

動
に
加
わ
る
学
生
の
研
修
の
た
め
、
東

京
都
よ
り
担
当
者
を
江
戸
川
大
学
に
お

迎
え
し
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
実
施
し
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
に
関
す

る
青
少
年
の
課
題
、
講
座
の
進
め
方
、

活
発
な
議
論
を
促
進
す
る
方
法
な
ど
に

つ
い
て
熱
心
に
講
義
を
聴
き
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
学
生

は
こ
れ
か
ら
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
活

動
へ
の
意
欲
を
高
め
ま
し
た
。

ファシリテーター活動に参加する学生達

小原裕二講師と根岸かほさん

先輩方の話を熱心に聞いていましたプロからメイク指導を受けました
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教育活動
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の

１
年
生
と
２
年
生
が
合
同
で

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

　

10
月
28
日
（
土
）
に
映
像
ホ
ー
ル
に

て
、
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
で
「
器
楽
表
現
の
技
術
Ａ
」「
器
楽

表
現
の
技
術
Ｂ
」
を
履
修
し
て
い
る
1

年
生
と
2
年
生
が
合
同
で
コ
ン
サ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の

猶
原
和
子
特
任
教
授
を
中
心
に
、
器
楽

表
現
の
技
術
を
担
当
す
る
吉
岡
三
貴
先

生
、
齊
藤
紀
子
先
生
、
声
楽
表
現
の
技

術
を
担
当
す
る
中
津
川
祥
子
先
生
、
そ

し
て
江
戸
川
大
学
の
音
楽
室
に
常
駐
し

て
い
る
ピ
ア
ノ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

先
生
方
が
コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け
て
学
生

た
ち
の
演
奏
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
当
日
は
こ
ど
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
教
員
や
上
級

生
、
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実

習
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
が
来
場

し
、全
38
組
の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の

３
年
生
が
「
え
ど
が
わ
南
流
山
保
育
園
」

で
演
奏
会
を
開
催

　

11
月
20
日（
月
）に
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
科
目
「
総
合
表
現

演
習
II
」（
担
当：猶
原
和
子
特
任
教
授
）

を
履
修
し
て
い
る
3
年
生
が
、
え
ど
が

わ
南
流
山
保
育
園
に
て
、
園
児
た
ち
に

向
け
た
演
奏
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に

向
け
て
、
幼
児
に
人
気
の
あ
る
楽
曲
を

選
び
な
が
ら
演
奏
練
習
に
励
み
、
こ
ど

も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
エ
ド
ペ
ン
」

が
司
会
を
担
当
す
る
設
定
の
進
行
台
本

を
考
え
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
た
だ
聴

く
だ
け
で
は
な
く
、
合
唱
や
ダ
ン
ス
に

参
加
し
て
一
緒
に
楽
し
め
る
よ
う
に
す

る
な
ど
、
対
象
を
意
識
し
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
練
り
上
げ
ま
し
た
。

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
紹
介

　

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

の
森
川
俊
生
教
授
の
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

で
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
の
制

作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
度
3
年
次
の
ゼ
ミ
生

は
、
今
年
度
初
め
て
関
東
大
学
1
部

リ
ー
グ
に
挑
戦
し
た
江
戸
川
大
学
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
半
年
間
密
着

取
材
。
試
合
や
練
習
風
景
、
1
部
リ
ー

グ
に
挑
む
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
の
思
い
を

撮
影
し
、『
初
陣
～
彼
ら
の
標（
し
る
べ
）

～
』
と
題
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作

品
を
完
成
さ
せ
、「
東
京
ビ
デ
オ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４
」
に
出
品
し
ま

し
た
。
作
品
は
本
学
公
式Y

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

学
生
の
執
筆
記
事
が

ラ
グ
ビ
ー
サ
イ
ト
に
掲
載

　

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

の
神
田
洋
教
授
の
専
門
ゼ
ミ
で
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
学
ぶ
3
年
生
の

宮
下
凌
さ
ん
の
執
筆
記
事
が
、
流
山
ラ

グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ
の
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

ラ
グ
ビ
ー
関
連
の
書
籍
を
紹
介
す
る

企
画
「
ラ
グ
ビ
ー
を
読
む
」
の
第
10
回

と
し
て
元
早
稲
田
大
ラ
グ
ビ
ー
部
監
督
、

中
竹
竜
一
さ
ん
の
『
監
督
に
期
待
す
る

な 

早
稲
田
ラ
グ
ビ
ー
「
フ
ォ
ロ
ワ
ー

シ
ッ
プ
」
の
勝
利
』
を
取
り
上
げ
て
い

ま
す
。
早
稲
田
大
学
を
2
度
の
学
生
日

本
一
に
導
い
た
著
者
が
自
分
に
足
り
な

い
も
の
を
自
覚
し
、
で
き
る
範
囲
で
最

大
限
の
努
力
を
し
た
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

日頃の練習の成果を発表しました

演奏を楽しみました
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西
村
律
子
准
教
授
、
浅
岡
章
一
教
授

ゼ
ミ
の
卒
業
研
究
成
果
が
国
際
誌

『Industrial H
ealth

』
に
掲
載

　

人
間
心
理
学
科
の
西
村
律
子
准
教
授

と
浅
岡
章
一
教
授
が
、
両
研
究
室
の
ゼ

ミ
生
と
と
も
に
行
っ
た
研
究
の
成
果

が
、
２
０
２
３
年
4
月
1
日
（
土
）
独

立
行
政
法
人
労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究

所
が
発
刊
し
て
い
る
査
読
付
き
国
際
学

術
誌
『Industrial H

ealth

』
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
論
文
は
、
２
０
１
９
年
度
卒
業
生

で
あ
る
面
来
和
季
さ
ん
が
卒
業
研
究
と

し
て
実
施
し
た
研
究
成
果
に
基
づ
い
て

お
り
、
弱
い
社
会
的
ス
ト
レ
ス
が
睡
眠

不
足
下
に
あ
る
人
の
意
思
決
定
に
与
え

る
影
響
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

石
橋
美
香
子
講
師
の
研
究
が

公
益
財
団
法
人
前
川
財
団
の

家
庭
・
地
域
教
育
助
成
に
採
択

　

人
間
心
理
学
科
の
石
橋
美
香
子
講
師

が
申
請
し
た
研
究
テ
ー
マ
「
乳
幼
児
期

の
非
認
知
能
力
の
発
達
¦
グ
リ
ッ
ト
の

萌
芽
的
要
因
に
着
目
し
て
¦
」
が
公
益

財
団
法
人
前
川
財
団
家
庭
・
地
域
教
育

助
成
に
て
、研
究
助
成
を
受
け
ま
し
た
。

本
採
択
内
容
は
、
1
歳
頃
の
乳
児
の
注

意
制
御
が
1
歳
半
頃
の
幼
児
の
グ
リ
ッ

ト
（
や
り
抜
く
力
）
を
調
べ
る
課
題
と

関
連
す
る
の
か
を
短
期
縦
断
的
な
研
究

に
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。

　

石
橋
講
師
は
「
本
研
究
を
行
う
こ
と

は
、
子
ど
も
の
学
び
を
育
む
力
を
整
え

る
環
境
構
成
の
提
案
な
ど
、
日
本
の
家

庭
及
び
地
域
社
会
の
教
育
支
援
に
も
貢

献
し
う
る
研
究
で
あ
る
と
強
く
認
識

し
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
研

究
を
進
め
て
参
り
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。

山
本
隆
一
郎
教
授
が
参
画
す
る
研
究

グ
ル
ー
プ
が
不
眠
症
に
対
す
る

認
知
行
動
療
法
の
有
効
な
要
素
を
解
明

　

人
間
心
理
学
科
の
山
本
隆
一
郎
教
授

が
参
画
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
が
不
眠
症

に
対
す
る
認
知
行
動
療
法
の
有
効
な
要

素
を
解
明
し
ま
し
た
。

　

本
研
究
で
は
、
最
先
端
の
統
計
解
析

手
法
で
あ
る
要
素
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
メ
タ

ア
ナ
リ
シ
ス
を
用
い
る
こ
と
で
、
複
数

の
要
素
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
成
る
不
眠

症
の
認
知
行
動
療
法
の
要
素
ご
と
の
有

効
性
を
世
界
で
初
め
て
推
定
し
ま
し

た
。
不
眠
症
に
対
し
て
認
知
行
動
療
法

が
有
効
で
あ
る
こ
と
は
実
証
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
複
数
の
要
素
の
う
ち
の
ど

の
要
素
が
有
効
な
の
か
は
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
研
究
で
は
、
認
知
行
動
療
法
の
構

成
要
素
ま
で
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と

で
、
全
体
と
し
て
だ
け
で
な
く
要
素
ご

と
の
有
効
性
を
検
証
し
、睡
眠
制
限
法
・

刺
激
統
制
法
・
認
知
再
構
成
・
第
3
世

代
の
手
法
（
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
等
）・

対
面
提
供
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
一
方
、
臨
床
現
場
で

研究活動
教育研究活動

よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
睡
眠
衛
生
指
導

や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
有
効
性
は
示

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
研
究
成
果

は
今
後
、有
効
性
の
高
い
要
素
を
含
み
、

有
効
性
の
低
い
要
素
を
省
略
し
た
、
効

果
的
か
つ
効
率
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
に
繋
が
り
、
不
眠
症
の
認
知
行
動
療

法
の
今
後
の
普
及
を
促
進
し
、
多
く
の

方
が
悩
む
不
眠
症
の
改
善
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

佐
藤
秀
樹
講
師
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の

ク
ル
ナ
大
学
で
講
演

　

現
代
社
会
学
科
の
佐
藤
秀
樹
講
師
が

現
地
時
間
9
月
10
日
（
日
）
に
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
・
ク
ル
ナ
市
に
あ
る
ク
ル
ナ

大
学
（K

hulna U
niversity

）
に
て
、

「Introduction of Environm
ental 

E
ducation in Japan

～F
rom

 
the V

iew
points of R

aising 
the P

eople's E
nvironm

ental 
A

w
areness

～
」
と
題
し
て
特
別
講
演

を
行
い
、
ク
ル
ナ
大
学
の
生
命
科
学
部

（Life Science school

）
に
所
属
す
る

学
生
１
６
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
講
師
は
、
日
本
の
環
境
問
題

の
背
景
と
歴
史
の
概
要
に
関
す
る
説
明

や
、
環
境
問
題
を
解
決
す
る
上
で
環
境

教
育
の
果
た
す
役
割
を
英
語
で
解
説
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
の
環
境
教
育
の
具
体
的
な

取
り
組
み
や
、
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
並
び
に

江
戸
川
大
学
で
の
環
境
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

第
11
回
情
報
教
育
研
究
会
を
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催

　

情
報
教
育
研
究
所
が
7
月
30
日
（
日
）

に
「
第
11
回
江
戸
川
大
学
情
報
教
育
研

究
会
」
を
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
で
開
催
し
ま
し
た
。「
生
成
系
Ａ

Ｉ
時
代
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を

情
報
科
で
育
成
す
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
と

し
、
対
面
に
は
首
都
圏
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
は
日
本
全
国
か
ら
、
高
等
学
校
や

大
学
の
先
生
方
が
多
数
参
加
さ
れ
、
大

盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

八
鍬
博
敏
助
教
が

人
材
育
成
支
援
研
修
会
の
講
師
を
担
当

　

心
理
相
談
セ
ン
タ
ー
の
八
鍬
博
敏
助
教

が
、
9
月
22
日
（
金
）
に
千
葉
県
流
山

市
で
「
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
西

深
井
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
す
み
れ
）

主
催 

人
材
育
成
支
援
研
修
会
」
の
講

師
を
務
め
ま
し
た
。

　

近
年
、
対
人
援
助
支
援
の
現
場
で
は
、

以
前
に
増
し
て
よ
り
専
門
的
な
知
識
と

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
研
修

会
は
流
山
市
内
で
支
援
業
務
を
行
っ
て

い
る
障
害
福
祉
事
業
所
や
相
談
支
援
専

門
員
の
研
鑽
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
、

八
鍬
助
教
は
「
発
達
障
害
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
と
支
援
」
と
題
し
て
、
講
師
を
担
当

し
ま
し
た
。
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情
報
教
育
研
究
所
教
員
が
数
理
・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
強
化
拠
点

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
発
表

　

情
報
化
社
会
の
課
題
や
困
難
を
克
服

す
るSociety 5.0

の
実
現
に
向
け
、
政

府
を
挙
げ
て
取
り
組
む
Ａ
Ｉ
戦
略
の
下
、

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育

を
全
て
の
大
学
生
が
受
け
ら
れ
る
環
境

の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸

川
大
学
は
、
文
部
科
学
省
が
主
導
す
る

「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教

育
強
化
拠
点
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

11
月
20
日
（
月
）
に
東
京
大
学
本
郷

キ
ャ
ン
パ
ス
工
学
部
6
号
館
で
開
催
さ
れ

た
「
２
０
２
３
年
度 

関
東
ブ
ロッ
ク
対
面

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」
で
は
、
江
戸
川
大
学

情
報
教
育
研
究
所
の
教
員
が
ポ
ス
タ
ー

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
江
戸
川
大
学
で

行
わ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
サ
イ
エン
ス
教
育
の

実
践
に
つい
て
発
表
を
行
い
、
他
大
学
か

ら
参
加
さ
れ
て
い
る
多
く
の
先
生
方
と
意

見
交
流
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

睡
眠
研
究
所
が
第
12
回
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
夜
間
睡
眠
脳
波
観
測
会
を
開
催

　

9
月
5
日
（
火
）
夜
か
ら
6
日
（
水
）

朝
に
か
け
、 

Ｂ
棟
5
階
の
睡
眠
実
験
室

に
て
、
睡
眠
研
究
所
が
夜
間
睡
眠
脳
波

観
測
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
12
回
学

術
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
行
っ
た
こ
の
観
測

会
に
は
、
人
間
心
理
学
科
の
3
年
生
と

4
年
生
の
学
生
あ
わ
せ
て
15
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
睡
眠
研
究
所
の
学
内
ス
タ
ッ

フ
が
中
心
と
な
り
、
実
際
に
睡
眠
脳
波

を
測
定
・
観
察
し
な
が
ら
測
定
方
法
や

特
性
な
ど
を
解
説
し
ま
し
た
。

　

睡
眠
研
究
所
次
長
の
西
村
律
子
准
教

授
は
「
学
生
に
と
って
、
実
際
の
脳
波
測

定
や
、
夜
間
の
実
験
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
の
観
測
会
が
、
学
生
が
睡
眠

実
験
室
を
積
極
的
に
使
用
し
、
価
値
の

あ
る
研
究
を
推
進
し
て
も
ら
え
る
機
会

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。」
と
コ
メ

ン
ト
し
ま
し
た
。

第
12
回
こ
ど
も
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
報
告

（
映
画
「
こ
ど
も
か
い
ぎ
」を
通
し
て

「
シ
ェ
ア
・
ザ
・
ボ
イ
ス
」）

　

こ
ど
も
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
が

学
園
祭
2
日
目
の
11
月
3
日
（
金
・
祝
）

に
、
第
12
回
こ
ど
も
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
映
画
「
こ
ど
も
か

い
ぎ
」
を
上
映
し
、
89
名
に
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。
上
映
後
に
は
、
映
画

を
観
た
感
想
や
考
え
た
こ
と
を
紙
に
書

い
て
ボ
ー
ド
に
貼
り
、
共
有
を
す
る
イ
ベ

ン
ト
「
シ
ェ
ア
・
ザ
・
ボ
イ
ス
」
を
行
い
、

こ
ど
も
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
Ｗｅ

ｂ
ペ
ー
ジ
で
共
有
し
あ
う
取
り
組
み
を
行

い
ま
し
た
。

研究活動

山口敏和准教授（左）と松尾由美講師（右）

脳波を見ながら測定・観察を行いました

参加したこどもコミュニケーション学科の学生たち
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佐
藤
秀
樹
講
師
が
分
担
執
筆
し
た

『
キ
ー
ワ
ー
ド
で
知
る 

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
』
が
出
版

　

現
代
社
会
学
科
の
佐
藤
秀
樹
講
師
が

分
担
執
筆
し
た
『
キ
ー
ワ
ー
ド
で
知
る
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
』
が
10
月
31
日
（
火
）

に
武
蔵
野
大
学
出
版
会
よ
り
出
版
さ
れ

ま
し
た
。

　

佐
藤
講
師
は
、「2.2

社
会
シ
ス
テ
ム
」

の
中
で
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョン
（
対
話
の

促
進
）」
に
つい
て
執
筆
し
て
い
ま
す
。
持

続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョン
の
進
め
方
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
に
求
め
ら
れ
る
技
能
、
そ
し
て
そ
れ

ら
の
必
要
性
に
つい
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

阿
南
透
教
授
の
共
著
『
生
産
と
消
費

（
講
座
日
本
民
俗
学
５
）』
が
出
版

　

現
代
社
会
学
科
の
阿
南
透
教
授
の
共

著
『
生
産
と
消
費
（
講
座
日
本
民
俗
学

5
）』
が
、
11
月
1
日
（
水
）
に
朝
倉

書
店
よ
り
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
講
座
日
本
民
俗
学
』
は
、
柳
田
國

男
が
日
本
で
創
生
し
た
民
俗
学
が
「
民

俗
伝
承
学
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

基
本
的
な
視
点
と
方
法
で
あ
る
比
較
研

究
法
の
重
要
性
と
有
効
性
を
再
確
認
す

る
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

　

第
5
巻
と
な
る
本
書
は
、
生
活
の
組

み
立
て
と
そ
の
変
化
を
衣
食
住
の
分
野

で
見
直
し
、
ま
た
自
然
と
の
関
係
性
の

な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な
智
恵
と
技
術
を
生

み
出
し
伝
承
し
て
き
た
農
山
漁
村
で
の

人
間
と
し
て
等
身
大
の
生
産
活
動
を
取

り
上
げ
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
阿
南

教
授
は
第
4
章
第
4
節「
観
光
と
商
品
」

の
執
筆
を
担
当
し
ま
し
た
。

関
根
直
樹
教
授
の
著
書『
17
人
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
が
語
る 

音
楽
業
界
で
食
べ
て

い
く
方
法
』が
出
版

　

経
営
社
会
学
科
の
関
根
直
樹
教
授
の

著
書
『
17
人
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
語
る 

音

楽
業
界
で
食
べ
て
い
く
方
法
』（
リ
ッ
ト
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
）
が
11
月
17
日
（
金
）
に

出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
書
は
、
関
根
教
授
が
レ
ー
ベ
ル
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
コ
ン
サ
ー
ト
制
作
等
、
音

楽
業
界
各
部
門
の
最
前
線
で
活
躍
し
て

い
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
17
人
に
、
自
身
の
就

職
ま
で
の
道
の
り
や
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
た
音
楽
業
界
の
現
在
な
ど
を
イ
ン
タ

ビュー
し
、
執
筆
さ
れ
た
著
書
で
す
。

　

音
楽
業
界
の
今
後
の
展
望
等
も
深
く

知
る
こ
と
が
で
き
、
音
楽
業
界
を
目
指

す
学
生
必
読
の
指
南
書
と
な
っ
て
い
ま

す
。

睡
眠
研
究
所
の
教
員
が
分
担
執
筆
を

し
た
『
睡
眠
環
境
学
入
門
』
が
出
版

　

人
間
心
理
学
科
・
睡
眠
研
究
所
の
福
田

一彦
特
任
教
授
、
山
本
隆
一郎
教
授
、
野

添
健
太
講
師
が
分
担
執
筆
を
し
た
、
日

本
睡
眠
環
境
学
会
（
監
修
）、
日
本
睡
眠

環
境
学
会
睡
眠
教
育
委
員
会
（
編
）『
睡

眠
環
境
学
入
門
』（
株
式
会
社
全
日
本

病
院
出
版
会
）
が
6
月
2
日
（
金
）
に

出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
田
特
任
教
授
と
野
添
講
師
は
「
第

2
章 
睡
眠
科
学
の
基
礎　

3
．睡
眠
時

の
心
理
現
象
（
福
田
一
彦
・
岡
部
聡
美
・

野
添
健
太
）」
を
執
筆
。
福
田
特
任
教

授
は
睡
眠
麻
痺
な
ど
の
睡
眠
中
の
心
理

的
現
象
に
つい
て
解
説
し
、
野
添
講
師
は

睡
眠
中
の
心
理
的
現
象
の
中
で
も
、
睡

眠
中
の
記
憶
の
固
定
に
関
す
る
情
報
に
つ

い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

山
本
教
授
は
「
第
2
章 

睡
眠
科
学

の
基
礎　

6
．
生
体
リ
ズ
ム
（
山
本
隆
一

郎
）」
を
執
筆
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
理
機

能
や
行
動
の
周
期
的
変
化
で
あ
る
生
体

リ
ズ
ム
、
生
体
リ
ズ
ム
を
形
成
す
る
生
物

時
計
の
仕
組
み
、
生
物
時
計
の
外
界
の
周

期
情
報
と
の
同
調
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
約
24
時

間
の
周
期
を
示
す
睡
眠
・
覚
醒
リ
ズ
ム
の

形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
に
つい
て
解
説
し
て

い
ま
す
。

本学教員の著書
教育研究活動
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シ
ョ
ン
研
究
所
が
中
心
と
な
り
、
国
の

実
施
要
綱
に
基
づ
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

よ
る
講
習
を
、
流
山
市
民
及
び
市
内
在

勤
・
在
学
の
方
を
対
象
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

２
０
２
３
年
度
は
、
地
域
保
育
コ
ー

ス
21
名
、
地
域
保
育
コ
ー
ス
（
一
時
預

か
り
事
業
）
4
名
、
地
域
子
育
て
支
援

コ
ー
ス（
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
）

8
名
の
計
33
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
7

月
～
10
月
ま
で
基
本
研
修
と
専
門
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
越
教
育
大
学
と
連
携
・
協
力
に

関
す
る
協
定
を
締
結

　

6
月
22
日
（
木
）
に
江
戸
川
大
学
は
、

新
潟
県
上
越
市
の
国
立
大
学
法
人
上
越

教
育
大
学
（
学
長
：
林
泰
成
）
と
連

携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

本
協
定
は
、
教
員
養
成
、
教
育
、
研

究
等
に
お
け
る
人
的
・
物
的
資
源
の
相

互
活
用
そ
の
他
連
携
協
力
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
我
が
国
及
び
地

域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
本
協
定
に
基
づ
き
、「
上
越

教
育
大
学
と
江
戸
川
大
学
に
お
け
る
上

越
教
育
大
学
大
学
院
学
校
教
育
研
究
科

へ
の
学
生
受
入
れ
及
び
学
生
支
援
に
関

す
る
覚
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

両
大
学
の
教
員
養
成
や
公
認
心
理
師

養
成
の
よ
り
一
層
の
充
実
や
研
究
活
動

の
更
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

日
本
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
＆

ゲ
ー
ミ
ン
グ
学
会

２
０
２
３
年
秋
期
全
国
大
会
を
開
催

　

日
本
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
＆
ゲ
ー
ミ

ン
グ
学
会
２
０
２
３
年
秋
期
全
国
大
会

が
11
月
25
日
（
土
）・
26
日
（
日
）
に

情
報
文
化
学
科
の
玉
田
和
恵
教
授
（
情

報
教
育
研
究
所
長
）
を
大
会
実
行
委
員

長
、
同
所
属
の
山
口
敏
和
准
教
授
を
実

行
委
員
と
し
て
、
情
報
教
育
研
究
所
の

ス
タ
ッ
フ
の
協
力
の
も
と
、
江
戸
川
大

学
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
＆
ゲ
ー
ミ
ン
グ
学
会
は
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
ゲ
ー
ミ
ン
グ
、
そ
れ
ら
に
関

連
す
る
分
野
の
学
際
的
な
学
協
会
で

す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
社
会
の
一
員
と

し
て
、
情
報
社
会
の
地
平
を
拓
き
、
生

活
世
界
の
身
近
な
問
題
か
ら
地
球
規
模

高
校
と
の
連
携
協
定
調
印
式
を
開
催

　

江
戸
川
大
学
駒
木
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
、
6
月
27
日
（
火
）
に
西
武
台
千

葉
中
学
校
・
高
等
学
校
、7
月
13
日（
木
）

に
日
本
体
育
大
学
柏
高
等
学
校
と
の
連

携
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
に
、
冒
頭
、
情
報
文
化
学

科
の
山
口
敏
和
准
教
授
よ
り
、
今
回
の

連
携
協
定
に
至
る
経
緯
説
明
が
行
わ

れ
、
続
い
て
小
口
彦
太
学
長
よ
り
期
待

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

西
武
台
千
葉
中
学
校
・
高
等
学
校
の

須
田
秀
伸
校
長
か
ら
、「
何
か
体
験
し

た
こ
と
が
将
来
の
羽
ば
た
き
に
つ
な
が

る
、
そ
ん
な
き
っ
か
け
に
こ
の
連
携
協

定
が
な
る
よ
う
、
良
い
関
係
を
続
け
て

い
け
れ
ば
」
と
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

日
本
体
育
大
学
柏
高
等
学
校
の
氷
海

正
行
校
長
か
ら
は
、「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
が
始
ま
り
、「
日
本
体
育
大
学

柏
高
校
の
探
究
の
時
間
は
面
白
い
」
と

い
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
連
携

協
定
を
あ
り
が
た
く
思
う
」
と
歓
迎
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

流
山
市
委
託
事
業

「
子
育
て
支
援
員
研
修
」
を
実
施

　

江
戸
川
大
学
で
は
、
２
０
１
６
年
度

か
ら
流
山
市
よ
り
委
託
さ
れ
た
事
業

「
子
育
て
支
援
員
研
修
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
子
育
て
支
援
に
関
心
が
あ
る

方
に
、
子
育
て
支
援
員
と
し
て
活
動
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
知
識
や
技
術
の
習

得
を
目
的
と
し
た
研
修
で
す
。
流
山
市

と
の
委
託
契
約
に
基
づ
き
、
本
学
の
付

属
機
関
で
あ
る
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

本学教員と西武台千葉中学校・高等学校の須田秀伸校長

本学教職員と日本体育大学柏高等学校の氷海正行校長
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社会・地域との連携・交流活動

の
問
題
に
ま
で
広
く
通
用
す
る
教
育
・

問
題
解
決
・
科
学
知
見
の
方
法
論
へ
深

化
・
発
展
さ
せ
、
適
切
な
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
＆
ゲ
ー
ミ
ン
グ
・
リ
テ
ラ
シ
ー

を
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

江
戸
川
大
学
と
ポ
ニ
ー
キ
ャ
ニ
オ
ン
が

産
学
協
同

　

経
営
社
会
学
科
音
楽
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス
で
は
3
年
次
の
科
目
で
あ
る
専
門
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
の
取
り
組
み
と
し
て
、
学
生

が
楽
曲
選
定
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
写
真
・

M
V

の
撮
影
な
ど
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
昨
年NEXTAGE ARTIST 

AUDITION

で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し

た
「
エ
レ
ク
ト
ロ
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
」
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
行
い
、
11
月
17
日
に

彼
ら
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽
曲
『
ミ
ッ
ド
ナ

イ
ト
・
フ
ォ
ー
ル
』
が
、
株
式
会
社
ポ

ニ
ー
キ
ャ
ニ
オ
ン
が
提
供
す
る
Ｐ
Ｒ
型

配
信
サ
ー
ビ
ス
「early Reflection

」

を
通
じ
て
配
信
リ
リ
ー
ス
さ
れ
ま
し

た
。

　

NEXTAGE ARTIST AUDITION

と

は
、
社
会
学
部
経
営
社
会
学
科
音
楽
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
の
2
年
次
の
科
目
で
あ

る
演
習
・
実
習
の
取
り
組
み
で
、
学
生

が
企
画
・
運
営
を
行
い
、
次
世
代
を
担

い
世
界
に
通
用
す
る
可
能
性
を
持
っ
た

高
校
生
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
選
出
す
べ
く

行
っ
て
い
る
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
す
。

方
に
ス
マ
ホ
利
用
の
実
情
や
困
っ
て
い
る

こ
と
・
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
、
今
後
の

企
画
・
運
営
の
参
考
と
す
る
た
め
に
伺

い
ま
し
た
。
両
日
と
も
、
シ
ニ
ア
の
方
と

大
学
生
が
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
そ
う

に
会
話
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

情
報
教
育
研
究
所
主
催

「
第
１１
回
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
」が

４
年
ぶ
り
に
対
面
で
開
催

　

情
報
教
育
研
究
所
が
8
月
7
日（
月
）

に
「
第
11
回
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー 

２
０
２
３ in 

江
戸
川
大
学 

」
を
4
年

ぶ
り
に
対
面
で
開
催
し
ま
し
た
。
近
隣

の
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
地
域
の

方
々
に
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
、
大
盛

況
の
う
ち
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
の
試
み
と
し
て
本
学
学

生
が
講
師
と
な
り
、
中
高
生
を
対
象
に

Blender

の
使
い
方
を
教
え
る
３
Ｄ
モ

デ
リ
ン
グ
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま

た
、
同
じ
く
新
企
画
と
し
て
、
未
就
学

情
報
文
化
学
科
学
生
が

「
ス
マ
ホ
カ
フ
ェ
」を
開
催

　

情
報
文
化
学
科
で
は
、
学
生
と
地
域

の
シ
ニ
ア
世
代
が
交
流
し
な
が
ら
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
を
一
緒
に
考

え
る
「
ス
マ
ホ
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

同
学
科
の
玉
田
和
恵
教
授
と
松
尾
由

美
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
、
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い

る
こ
の
取
り
組
み
は
、
江
戸
川
大
学
が

パ
ル
シ
ス
テ
ム
千
葉
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ

リ
リ
ル
か
ら
委
託
を
受
け
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
の
目
的
は
、
地
域
の
シ
ニ

ア
世
代
の
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上

と
、
参
加
学
生
が
異
年
齢
間
交
流
に
よ

り
学
び
を
得
る
こ
と
で
す
。

　

9
月
19
日
（
火
）
は
「
パ
ル
ひ
ろ
ば

☆
お
お
た
か
の
森
」
に
て
学
生
が
講
師

と
な
り
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
使
い
方
講
座
を

行
い
ま
し
た
。
10
月
26
日
（
木
）
に
は

江
戸
川
大
学
に
て
、
学
生
が
シ
ニ
ア
の

児
・
小
学
生
向
け
の
「
な
つ
や
す
み

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
も
本
学
学
生
が
講

師
と
な
り
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
基

礎
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
、
子
ど
も
た
ち
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
一
緒
に
作
っ
た
傘
袋
風

船
ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば
し
て
記
録
を
計
測

し
ま
し
た
。
地
域
の
未
就
学
児
、
小
学

生
に
加
え
、
系
列
校
の
江
戸
川
学
園
取

手
小
学
校
か
ら
も
多
数
の
子
ど
も
た
ち

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
３
Ｄ
ペ
ン
、
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
、
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
体
験
コ
ー

ナ
ー
や
、
ド
ロ
ー
ン
操
縦
体
験
も
用
意

さ
れ
、
本
学
学
生
が
各
コ
ー
ナ
ー
で
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
大
活
躍
し
、
ご
来
場
い

た
だ
い
た
方
か
ら
は
「
限
ら
れ
た
ス

タ
ッ
フ
の
人
数
で
事
前
準
備
が
丁
寧
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
本

当
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
」
と
お
褒
め
の

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

エレクトロキャパシティ

スマートフォンの使い方を考えました



令和５年度（第54回）　千葉県私学教育功労者表彰

　千葉県私学教育振興財団は、千葉県の私学教育、学術又は文化の振興に関し、多年にわたる功績があった方々に
対し、その功績を称え表彰を行っています。大学事務局から総務部企画総務課長の大中二郎さん、総務部学術情報
課長の宮川実樹典さん、学務部教務課長の小島光博さんが表彰されました。

栄典・表彰

外部表彰

マスコミ学科学生が「2023 CHIBA UNIVERSITY PRESS」で特別賞受賞

奥山慎也助教が体力・栄養・免疫学会で三島賞を受賞

　マス・コミュニケーション学科の学生が、千葉日
報社主催「2023 CHIBA UNIVERSITY PRESS（CUP）」
で特別賞を受賞しました。CUP は千葉県内の大学生
が千葉日報社の学生記者として取材・紙面レイアウ
トなど新聞作りを体験する企画です。
　学生たちは、本来大人が担うことを想定されてい
る家事や家族の介護などを日常的に担うこども、若
者（ヤングケアラー）に着目し、孤立しがちなヤン
グケアラーを支援する NPO 法人や自治体の公的機
関、児童福祉に詳しい本学こどもコミュニケーショ
ン学科の我謝美左子准教授に取材を行い、『ヤング
ケアラーを考える』と題して記事をまとめました。

　睡眠研究所・奥山慎也助教の論文「Effects of Carotenoids, Alpha-tocopherol, Ascorbic Acid in the Association of Telomere 
Length and Cognitive Function among a Japanese Population (Journal of Physical Fitness, Nutrition and Immunology 32(1) 
:11 - 19, 2022)」が体力・栄養・免疫学会の第 48 回三島賞（体力 ･ 栄養 ･ 免疫学会学術賞）を受賞しました。
　同賞は、2022 年度の体力 ･ 栄養 ･ 免疫学会誌に掲載された論文の中から、優秀な論文と認められたものに授与されるものです。

（左から）館林牧子教授、田辺里穂子さん、小島大翔さん、吉井瑞樹さん、中川由菜さん
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ライトアップされたキャンパス



強化指定部活動報告

2023年度公式戦活動報告
男子バスケットボール部

女子バスケットボール部

男子バスケットボール部が台湾の光復高中と国際交流試合を実施

男女バスケットボール部が流山市の小学生ミニバスケットボール大会の運営をサポート

女子バレーボール部

フットボールクラブ
関東大学バスケットボール 1 部リーグ　14 位（2 勝 17 敗）
次年度は 2 部リーグにて競技
Development-League　3 位

関東大学女子バスケットボール 2 部 A ブロック　通算 7 勝 7 敗　4 位
全日本大学女子バスケットボール選手権大会（インカレ）
トーナメント 1 回戦出場
関東大学女子バスケットボール選手権大会　トーナメント 2 回戦出場
オズルンバ グッドネス アヨミデ選手が 2 部 A ブロック得点王受賞

　10 月 16 日（月）に江戸川大学男子バスケットボール部 B チームが台湾の光復高
中（光復高級中學）と練習試合を行いました。光復高中のバスケットボール部は、
台湾代表や卒業後にアメリカ留学が決まっている選手を擁し、台湾高校バスケの頂
点を決める大会「HBL」を 2 連覇しているチームです。光復高中の高さやフィジカ
ルの前にゲームスコアでは圧倒されてしまいましたが、バスケットボール競技を通
してお互いを尊重し理解することができ、国際交流でのスポーツの力を体感した素
晴らしい経験となりました。

　10 月 26 日（木）と 27 日（金）の 2 日間、江戸川大学男女バスケットボー
ル部の部員とスタッフが地元流山市の小学生ミニバスケットボール大会の
運営をサポートしました。
　キッコーマンアリーナにて行われた大会の運営サポートは、男女バス
ケットボール部の地域貢献活動として昨年度から行っているもので、会場
準備や審判を担当した学生達は、子どもたちとのコミュニケーションを積
極的にとり、一緒に大会運営の仕事をしました。
　また、流山市立八木南小学校教諭でミニバスケットボール大会審判委員
長の割貝惇先生は江戸川大学男子バスケットボール部の OB で、大会運営
の話だけでなく、教員の仕事のやりがいについて伺うこともでき、教職課
程を履修する学生にとってとても貴重な機会になりました。
　江戸川大学の男女バスケットボール部は、このような活動を通して、社
会に貢献できる人材の育成を引き続き行っていきます。

春季関東大学女子 2 部バレーボールリーグ戦　5 位（5 勝 5 敗）
秋季関東大学女子 2 部バレーボールリーグ戦　10 位（1 勝 8 敗）
秩父宮妃賜杯全日本バレーボール大学女子選手権大会（インカレ）
ベスト 32
徳村香琳選手が 2 部サーブ賞受賞（秋季リーグ）

　今年度の強化指定部は「挑戦」の年となりました。
　フットボールクラブは、千葉県大学サッカーリーグの 1 部で 4 位、2 部で 3 位の成績を収め、今年度から関東大学インディペ
ンデンスリーグにも出場しました。
　男子バスケットボール部は初めて関東大学 1 部リーグに挑戦し、強豪校揃いの中、2 勝を挙げました。
　女子バスケットボール部は、12 年ぶりに全日本大学女子バスケットボール選手権大会（インカレ）に出場を果たし、目標とする
ベスト 16 進出はなりませんでしたが、創部初のインカレ勝利を記録し、グループステージを突破する大健闘を見せてくれました。
　女子バレーボール部は、丸山貴也新監督の下、全日本バレーボール大学女子選手権大会（全日本インカレ）に出場し、ベス
ト 32 の成績を収めました。

千葉県大学サッカーリーグ 1 部　4 位（12 勝 5 敗 1 分け）
千葉県大学サッカーリーグ 2 部　3 位（5 勝 2 敗 2 分け）
千葉県大学サッカー選手権大会　トーナメント 2 回戦出場
関東大学インディペンデンスリーグ 2 部　
C ブロック　7 位（3 勝 11 敗 6 分け）

会場の設営を行う

小学生とも交流しました
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事
務
局
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
を
実
施

　
夏
期
休
業
中
に
Ａ
棟
1
階
の
事
務
局（
学
務
部
教
務
課
、

学
生
課
、
就
職
課
、
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
習

セ
ン
タ
ー
）
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
を
行
い
、
Ｃ
棟
1
階
に

事
務
室
を
構
え
て
い
た
国
際
室
も
Ａ
棟
1
階
に
移
動
し
ま

し
た
。

Ｃ
棟
１
階
に
祈
祷
室
を
設
置

　

文
化
や
宗
教
な
ど
多
様
な
背
景
を
持
つ
方
々
が
心
地

よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
、
Ｃ
棟
1
階
に
祈
祷
室
（Prayer 

Room

）
を
設
置
し
ま
し
た
。
中
は
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
で

区
切
ら
れ
て
お
り
、
宗
教
や
宗
派
を
問
わ
ず
利
用
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
度
防
災
訓
練
は
9
月
15
日
（
金
）、
21
日

（
木
）の
2
日
間
行
い
、教
職
員
合
同
の
対
面
防
災
訓
練
と
、

学
生
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
地
震
発
生
後
、
Ａ
棟
2
階
非
常
勤
講
師
室
か
ら

火
災
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
、
15
日
（
金
）
は
教
職

員
の
み
で
全
体
訓
練
と
部
分
訓
練
を
行
い
、無
線
機
、担
架
、

消
防
設
備
の
使
い
方
の
確
認
、
要
救
助
者
の
運
び
方
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
置
き
場
所
や
使
用
法
を
確
認
し
ま
し
た
。21
日（
木
）

は
授
業
中
に
地
震
が
発
生
し
た
想
定
で
、
授
業
担
当
教
員

が
学
生
を
速
や
か
に
避
難
さ
せ
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
数
年
ぶ
り
の
対
面
防
災
訓
練
と
な
り

様
々
な
改
善
点
な
ど
が
見
え
た
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
法
人
江
戸
川
学
園
の
２
０
２
２
年

度
決
算
報
告
を
大
学
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
公
開
し
て
い
ま
す
。
事
業
活
動
収
入
は

前
年
度
よ
り
１
９
７
百
万
円
増
加
の
８
，

５
６
０
百
万
円
、
事
業
活
動
支
出
は
前
年
度

よ
り
２
４
４
百
万
円
増
加
の
８
，０
２
9
百
万

円
と
な
り
、
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収

支
差
額
は
前
年
度
よ
り
47
百
万
円
減
少
の

５
７
０
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
基
本
金
組

入
額
は
前
年
度
よ
り
５
４
４
百
万
円
減
少
の

４
２
３
百
万
円
と
な
り
、
当
年
度
収
支
差
額

は
１
４
８
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度

繰
越
収
支
差
額
が
△
３
，９
７
５
百
万
円
の
為
、

基
本
金
取
崩
額
51
百
万
円
を
勘
案
し
た
翌
年

度
繰
越
収
支
差
額
は
△
３
，７
７
７
百
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

教
育
活
動
収
支

　

教
育
活
動
収
入
は
、
学
生
生
徒
等
納

付
金
が
61
百
万
円
増
加
し
た
こ
と
や
、
経

常
費
等
補
助
金
が
43
百
万
円
増
加
し
た
こ

と
で
、
前
年
度
比
２
１
０
百
万
円
増
加
の

８
，５
１
７
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
、
教
育
活
動
支
出
は
、
人
件
費
が
前
年

度
比
１
１
２
百
万
円
、
教
育
研
究
経
費
が

86
百
万
円
増
加
し
た
こ
と
等
か
ら
、
前
年
度

比
２
０
７
百
万
円
増
加
の
７
，９
５
６
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
教
育
活
動

収
支
差
額
は
対
前
年
度
比
2
百
万
円
増
加
の

５
６
１
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
活
動
外
収
支
差
額
は
、
前
年
比
同

水
準
の
29
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
収

支
差
額
は
、
前
年
度
比
50
百
万
円
減
少
の
△

19
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。　

施設設備

防災訓練

2022年度決算報告

負傷者を運ぶ際の担架の使い方を確認する

教員の誘導で中庭に避難する学生達 訓練前に役割の確認を行う

続 と々入る報告をまとめる通報連絡班



　
「
小
さ
き
足
跡
」
は
、当
時
の
江
戸
川
学
園
理
事
長
で
あ
っ
た
木
内
き
ぬ
先
生
が
原
稿
を
執
筆
し
、

江
戸
川
女
子
高
等
学
校
の
先
生
と
生
徒
が
編
集
し
た
冊
子
で
す
。
十
二
号
は
、
創
立
二
十
五
周
年

を
記
念
し
て
、
江
戸
川
学
園
物
語
を
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
原
文
の
ま
ま
連
載
し
ま
す
。

　

講
堂
の
中
央
に
『
以
和
貴
為
』
西
脇
呉
石
先
生
の
額
を
岡
野
理
事
が
寄
付
し
て
下
さ
つ
た
。
一

方
教
育
内
容
の
面
で
新
校
長
は
職
員
の
刷
新
を
は
か
り
、
各
部
施
設
の
充
実
に
意
を
用
い
、
文
部

省
家
庭
科
産
業
教
育
の
指
定
を
受
け
、
職
員
研
究
を
盛
に
す
る
な
ど
に
力
を
致
し
、
私
立
に
応
わ

し
い
学
間
に
の
み
偏
し
な
い
人
柄
の
育
成
に
重
点
を
お
い
て
こ
つ
こ
つ
と
地
道
な
歩
み
を
続
け
て

行
つ
た
。
職
員
の
和
と
協
力
と
相
ま
つ
て
学
園
の
第
二
の
危
機
は
よ
う
や
く
曙
光
へ
の
段
階
を
見

る
に
至
つ
た
。
近
々
五
年
の
歩
み
を
辿
つ
て
見
よ
う

昭
和
廿
六
年
二
月
宮
崎
氏
所
有
の
校
地
四
四
九
坪
を
買
収

昭
和
廿
六
年
十
月
廿
五
日
大
橋
栄
吉
氏
所
有
の
土
地
八
十
一
坪
を
学
園
花
壇
と
し
購
入

昭
和
廿
六
年
十
一
月
四
日
創
立
廿
周
年
式
典
挙
行

昭
和
廿
七
年
十
一
月
廿
二
日
講
堂
落
成
式
典
挙
行

昭
和
廿
九
年
三
月
校
庭
の
地
続
二
百
廿
三
坪
矢
口
政
雄
氏
よ
り
購
入 

昭
和
廿
九
年
八
月
校
庭
東
南
隅
に
あ
る
住
宅
（
書
院
）
を
移
転
完
了
（
八
十
一
坪
内
に
）

昭
和
卅
年
十
二
月
十
四
日
校
庭
東
側
に
あ
り
し
田
端
実
氏
所
有
の
家
屋
木
造
平
家
十
四
坪
に
二

　

合
五
勺
を
購
入
、 

塙
重
雄
氏
転
届
先
と
定
む

昭
和
卅
年
十
二
月
校
舎
南
側
に
居
住
の
、
塙
氏
一
家
転
居
完
了

昭
和
三
十
一
年
一
月
校
庭
南
側
、
塙
氏
居
住
せ
し
家
屋
十
五
坪
七
合
五
勺
取
壊
完
了

昭
和
卅
一
年
四
月
十
七
日
校
庭
南
側
に
二
階
建
一
棟
七
十
一
坪
の
建
築
を
朝
日
工
事
に
依
頼
契

　

約
成
立

昭
和
卅
一
年
四
月
二
十
三
日
塙
氏
転
居
先
の
土
地
卅
八
坪
一
合
を
（
杉
浦
音
次
郎
氏
所
有
）
借

　

地
契
約
完
了

昭
和
卅
一
年
五
月
十
五
日
書
院
移
転
先
の
地
続
の
土
地
五
四
坪
八
合
七
勺
、
家
屋
二
十
三
坪
七

　

合
二
勺
を
田
中
宗
一
郎
氏
よ
り
購
入

昭
和
卅
一
年
九
月
一
日
校
舎
西
側
七
十
一
坪
（
二
敦
室
、
理
事
室
、
事
務
室
、
新
玄
関
）
増
築

　

完
了
（
二
十
五
周
年
記
念
事
業
）

　

昭
和
卅
一
年
八
月
北
軽
井
沢
に
山
荘
予
定
地
六
百
坪
を
購
入

　

こ
う
し
て
羅
列
し
て
見
る
と
、
読
む
人
に
取
つ
て
は
何
の
興
味
も
な
く
て
、
事
は
す
ら
す
ら
と

運
ん
だ
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
そ
の
衝
に
当
つ
て
見
る
と
そ
の
一
つ
一
つ
に
苦
労
の
汗
が
に
じ
ん

で
居
る
。 

　

然
も
一
つ
一
つ
確
保
し
て
行
つ
て
も
、
も
う
之
で
よ
い
と
い
う
時
は
な
い
、
そ
れ
程
世
間
の
進

歩
は
早
い
の
で
あ
る
。
ぢ
つ
と
し
て
い
た
ら
置
い
て
け
ぽ
り
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
第
三
の
波
が
何

時
襲
つ
て
来
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
九
月
の
展
覧
会
に
編
集
部
の
人
逹
が
学
園
の
将
来
構
想
を
描
い
た
模
型
を
出
品
さ
れ
た
。
二

年
生
が
そ
れ
に
対
し
て
『
ド
リ
ー
ム
』
の
名
称
を
つ
け
た
。

　

実
際
こ
の
夢
の
実
現
に
向
つ
て
飛
躍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
ぎ
な
示
唆
と
な
つ
て
い
る
。
そ

う
し
て
そ
れ
は
も
う
私
の
手
に
は
届
か
な
い
。
次
代
を
背
負
う
者
の
双
肩
に
か
ゝ
つ
て
い
る
の
で

あ
る
。
思
い
は
木
内
に
死
別
以
来
四
年
の
歳
月
、
私
に
取
つ
て
は
悪
戦
苦
斗
の
生
々
し
い
現
実
で

あ
つ
た
が
、
兎
も
角
、
危
機
は
乗
り
超
え
て
こ
ゝ
ま
で
辿
つ
て
来
た
こ
と
は
私
を
巡
る
周
囲
の
人

逹
の
努
力
の
賜
で
あ
る
。 

感
謝
の
心
を
以
つ
て
謙
虚
に
生
き
て
行
こ
う
。

                                                                                                                   （
筆
者
は
学
校
法
人
江
戸
川
学
園
理
事
長
）

 

創
立
三
十
周
年
を
夢
見
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
内
一
郎

　

創
立
二
十
五
周
年
と
一
口
に
は
言
は
れ
る
が
容
易
な
事
で
は
な
い
。
大
ぎ
な
波
小
さ
な
波
が
絶

え
間
な
く
襲
い
か
か
り
、
そ
の
都
度
苦
慮
し
、
対
策
を
立
て
や
つ
と
の
思
い
で
乗
り
切
つ
て
来
た

も
の
で
あ
る
。

　

人
問
に
た
と
え
て
み
れ
ば
赤
児
よ
り
や
つ
と
の
事
で
成
人
し
、
こ
れ
か
ら
何
か
社
会
の
た
め
に

奉
仕
す
る
年
代
に
入
つ
た
と
言
え
様
か
、
廿
五
周
年
の
こ
の
機
会
に
三
十
周
年
の
時
に
お
け
る
成

長
ぶ
り
を
思
い
、
叉
一
段
と
心
を
新
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                       　
（
出
典
：
小
さ
き
足
跡
十
二
号
「
創
立
二
十
五
周
年
江
戸
川
学
園
物
語
」）

創
立
二
十
五
周
年 

江
戸
川
学
園
物
語

小
さ
き
足
跡
十
二
号
（
昭
和
三
十
一
年
発
行
）

最
終
回
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事
務
局
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
を
実
施

　
夏
期
休
業
中
に
Ａ
棟
1
階
の
事
務
局（
学
務
部
教
務
課
、

学
生
課
、
就
職
課
、
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
習

セ
ン
タ
ー
）
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
を
行
い
、
Ｃ
棟
1
階
に

事
務
室
を
構
え
て
い
た
国
際
室
も
Ａ
棟
1
階
に
移
動
し
ま

し
た
。

Ｃ
棟
１
階
に
祈
祷
室
を
設
置

　

文
化
や
宗
教
な
ど
多
様
な
背
景
を
持
つ
方
々
が
心
地

よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
、
Ｃ
棟
1
階
に
祈
祷
室
（Prayer 

Room

）
を
設
置
し
ま
し
た
。
中
は
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
で

区
切
ら
れ
て
お
り
、
宗
教
や
宗
派
を
問
わ
ず
利
用
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。



◎編集後記
　今号の表紙を飾った女子バスケットボール部は、12 年ぶりに全日本大学女子
バスケットボール選手権大会（インカレ）に出場し、全国から集まった強豪校を
相手に大健闘しました。自分たちのプレーが出来ずに苦しい展開になったとしても、
試合が終わるその瞬間まで諦めずに戦う姿勢は、後輩たちに引き継がれ、今後
のチームの糧になっていくのだと思います。日々 の活動の中で難しい壁にぶつかっ
た時、「諦めないで挑む気持ち」はいつまでも心掛けていたいものです。
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保護者会の実施学生組織「エド・アド」によるイベント

映像放送研究部が
ミュージックビデオを制作

大学公式YouTubeチャンネルにて
動画を公開中

卒業生・若松優津さんがデフバスケット
ボール女子日本代表に選出

　9 月から 11 月にかけて学科毎に保護者会を実施
し、学生の学びの状況や学生生活、学科での取り組
み等の意見交換等を行いました。多くの保護者の方
にご参加いただき、とても有意義な会になりました。

　マス・コミュニケーション学科の学生で組織す
る仮想広告会社「エド・アド」が学生参加型の学
内イベントを企画実施しました。学生ホールに装
飾を施し、「Summer Vacation Memorial」（9 月）「お
やつ大戦争 2023ver」（10 月）「クリスマス & 忘年
会企画」（12 月）を実施しました。

　映像放送研究部の学生が 11 月 3 日（金・祝）に
開催された江戸川ガールズアワードでミニライブ
を行ったエレクトロキャパシティのデビューシン
グル『ミッドナイト・フォール』のミュージック
ビデオを制作しました。軽快なロックサウンドと、
楽しそうに演奏するメンバーの表情を組み合わせ
た作品となっています。ぜひご覧ください。

　入学式などの行事や部活動、マス・コミュニケー
ション学科の学生が制作した江戸川大学 CM や
ショートフィルムを本学公式 YouTube チャンネル
で公開しています。また、江戸川大学の教員が大
学や授業の魅力、専門分野の気になる話について
1 分で紹介するショート動画の公開も始めました。
ぜひご覧ください。

　こどもコミュニケーション学科卒業生（2018 年卒）
の若松優津さんが、デフバスケットボール女子日本
代表チームに選抜されました。デフバスケットボー
ルは、競技中の仲間が走り回る足音、ドリブルでボー
ルが跳ねる音、味方や監督の声、観客の応援の音な
どが聴こえにくい、もしくは全く聴こえない状態で
バスケットボールをプレーします。声でのコミュニ
ケーションを取ることが難しい分、手話でのコミュ
ニケーションのほか、自分たちで共通の認識を持て
るようなサインを作る（サインバスケ）など、様々
な工夫をして戦います。
デフリンピックは 2025 年
11 月に開催され、バスケッ
トボール競技は大田区総
合体育館で開催されます。
初の金メダル獲得に向け
頑張る卒業生の応援をよ
ろしくお願いします。 若松優津さん

江戸川大学公式 youTube チャンネル

ミッドナイト・フォールミュージックビデオ

Summer Vacation 
Memorial

おやつ大戦争 
2023ver

クリスマス & 
忘年会企画




